
令和６年度第１回総合教育会議・会議録（要旨） 

 

 

１ 開  会   令和７年２月２１日（金曜日） １６時３０分 

 

 

２ 閉  会   令和７年２月２１日（金曜日） １７時３２分 

 

 

３ 場  所   様似町中央公民館 小ホール 

 

 

４ 説明及び意見交換 

  ○説 明  部活動地域移行について 

  〇説  明  ミルク給食の状況について 

  ○説  明  ＧＩＧＡスクール構想による 1人 1台端末の更新について 

  

５ 出 席 委 員 荒木町長、秋山教育長、池田委員、櫻庭委員、南委員、能登委員 

 

 

６ 欠 席 委 員 なし 

 

 

７ 事務局出席者 木下副町長、原田総務課長、秋山生涯学習課長、児玉生涯学習課参事、

西嶋生涯学習課主幹、横濵生涯学習課体育係主査、武市生涯学習課総務

係主事 

          

 

 

８ 会議を傍聴した者 なし 

 

 

９ 議事の経過 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙              （議事の経過） 

 



【開 会】   

○秋山生涯学習課長 令和６年度第１回様似町総合教育会議を始めさせていただきます。始

めに荒木町長からご挨拶をいただきます。 

 

【町長あいさつ】 

○荒木町長 本日は何かとご多用なところ、ご出席いただきありがとうございます。本町の

人口が、とうとう３，７００人台へと突入してしまいました。特に出生率が落ち込んでお

りますが、ここで生まれた子どもが、暮らす町民が幸せを感じられるような町づくりにし

っかりと取り組んでいきたいと思います。私は、町づくりの基本は地域づくりだという思

いでおります。地域と職員の繋がりを大切にし、人口が減って町が小さくなっても、この

町に暮らす人々の思いはしっかりと受け止め、それぞれ担当する中でしっかりと取り組ん

でもらえればと思います。 

 

【進 行】 

○秋山生涯学習課長 説明及び意見交換に入りますが、本総合教育会議の議長は、町長にお

願いすることになっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○荒木町長 それでは部活動地域移行について、秋山課長よりご説明をいただきます。 

 

部活動地域移行について 

○秋山課長 それでは、部活動地域移行についての現状等につきまして、ご説明させていた

だきます。 

 

 ■様似中学校の部活動の現状と地域移行に向けた活動について 

   生徒全体の人数も減っていますが、部活の加入率も低下しておりまして、令和６年度

は７割を切るという状況になっております。団体競技では部員数が足りないということ

で、隣の学校と合同チームを作って大会等に参加しています。 

   地域移行の取組については、令和６年３月に学校、外部指導者、ＰＴＡ、スポーツ関

係団体の代表者に集まっていただき、地域移行に関する検討協議会を開いております。 

 また、今年の冬休み明けからちょうど昨日までの期間で、児童・生徒、保護者、中学

校教職員とスポーツ・文化団体を対象に部活動に係るアンケートを行っております。 

 

 ■部活動地域移行の概要について 

   従来は学校教育の一環として行っていた部活動を、少子化の中でも持続可能な体制に

するために、地域のスポーツ・文化・芸術活動としての位置づけを変えようというもの

です。実施・運営は自治体以外に民間事業者も含めた地域の多様な団体が行うものとさ

れています。国の方では、部活動のうちまずは休日の部分を先行して地域移行すること

とし、令和５年度から７年度を重点期間として進めることにしておりました。 

 

 ■部活動地域移行の課題と北海道内の動き 

   道教委の資料によると、全国的に学校単位での部活動が困難になりつつあるというこ

と、部活動があっても自分のやりたい種目がないこと、必ずしも指導できる専門性のあ



る教員ばかりではないということもあり、子どもたちの中で体験格差が生じていると言

われています。そこで、学校単位ではなく地域単位でその機会を確保しようということ

なんですけれども、指導する人、運営の財源、移動手段等が多くの地域で課題になって

おります。 

   運営財源の部分について、いつまで続くかは不明とありますが、令和４年度から始ま

ったスポーツ庁の実証事業があります。今年度は全国で５００の市町村で行われている

そうです。その実証事業以外、財政支援というのはほぼないという状況です。 

   道教委が道内市町村の状況調査をした結果をご覧ください。休日の地域クラブ活動の

実施について、スポーツ系で約４割、文化系が約１割、自治体で行われています。日高

管内では、新ひだか町と浦河町がスポーツ系、えりも町が文化系で地域クラブを実施し

ていることになっています。 

   道内市町村が課題に感じていると答えた項目ですが、上位の方にあります実施主体や

その受け皿、指導者の確保、運営財源、移動手段については８割以上の市町村で共通し

たものとなっております。当町も同様ですが、近隣市町村との連携体制の構築において

も半数以上が課題としています。 

道教委において市町村で検討する際の留意点の中で、子どもたちの活動を持続可能な

形で維持するためにはどうしたらよいかということを地域の共通理解が図られること

が重要だということにされています。その中で、児童・生徒、保護者とのニーズ把握の

ためにはアンケートも必要ということで、今回町内の方でもありがとうございました。

アンケート調査を行ったところであります。 

 

■部活動地域移行の町内アンケートの結果について 

  まずもって、アンケートの締切を昨日、２月２０日までにしておりましたので、正式

な結果は間に合わなかったんですけれども、１７日までの状況についてご説明いたしま

す。 

  １ページは中学１、２年生の保護者からの回答です。 

部活動をしている家庭は１５件、地域クラブは１件（陸上）でした。 

   毎月係る経費については、部活動は比較的低額の場合が多いのですが、地域クラブの

場合は月１万円以上という回答でありました。部活動を地域が担うことについては、賛

成・反対いずれもありましたがまだ判断がつかないという方も多く見られます。地域が

担うことになった場合の心配なことについては、一番多いのは活動場所までの送迎の負

担、その次に指導法や受け皿の有無など指導者に関するものが多いようです。なお、先

ほどの賛成・反対意見の中で、反対と回答した方の中でも、学校の先生の指導ではなく

なるということを気にされている方がいらっしゃるようです。 

   ２ページは、小学５・６年生の保護者の回答です。 

   回答１５件のうち、１２件が現在何らかの活動をしているということになります。こ

の中には、少年団の他に、書道やピアノといった習い事も含まれます。係る毎月の経費

についてはバラつきがありますが、課題の方については、やはり活動場所までの送迎の

負担というのが多くの方が現に感じているという結果になりました。地域で担うことの

賛否については、既に少年団活動をしているという関係もあり、否定的なものはないよ

うですが、心配なこともやはり送迎の負担を挙げる割合が多くなっております。 



   ３ページ、４ページは中学校教員の回答です。 

   １０名回答があったうち、６名が現に部活顧問をしているということです。そのうち、

負担の有無については５名が回答しており、うち３名の方が負担に感じているというこ

とです。負担に感じる内容としては、時間的なものが理由となっております。現状の部

活動の課題としては、専門的な知識、技能、技術が求められることや生徒数が減って活

動自体が難しいということが挙げられます。部活動が地域移行した場合に、職務ではな

く地域の指導者としてご自身が関わりたいかという質問に対しては、この時点では３名

の方が関わりたいという意向でありました。 

 ５ページの方には、町内のスポーツ文化団体の方にお尋ねしたもので、１２団体から

回答がありました。中学生を指導できると答えた団体の中で、すでに指導していると答

えたのはバスケットボール協会で、これは外部指導者の方に１人入っていただいている

関係だと思います。それ以外で出来る、またはその可能性があるとしたのは、剣道、テ

ニポン、池坊さんでした。中学生を指導する場合に心配なこととしては、責任の所在で

すとか、ケガの対応、次いで指導の内容や方法に関することが多くなっています。指導

するとした場合、あってほしい町の支援としては、やはり中学生の移動についてが多く、

次いで指導者への報酬ということにもなっております。 

 

 ■国の実証実験事業の道内成果について 

   国の実証実験の令和５年度の事業成果資料で留萌市の状況がありましたので、ご報告

いたします。留萌市では、市のスポーツ協会に運営を委託して、令和５年度では２つの中

学校のスポーツ系部活動３種目について休日の活動を行っております。指導者に報酬を支

給するほかコーディネーターも複数配置して運営しており、参加する子どもたちからは会

費を取っているようですので、人件費も含めて市からスポーツ協会への委託費ですべてを

まかなっているのではないかと思われます。本年度は、新ひだか町が採択されております

ので、状況を確認しながら情報を集めていきたいと考えております。 

 

【進 行】 

○荒木町長 ありがとうございました。ただいまの部活動地域移行についてご意見・ご質問 

等ありましたらお願いいたします。 

 

【質 疑】 

○櫻庭教育委員 部活動地域移行検討協議会というのは、構成員はどのような方がいらっし

ゃるんでしょうか。これは継続的に開かれていくものですか。 

【説 明】  

○秋山課長 ＰＴＡの方や学校の校長先生、教員もいますが、現に部活動の外部指導者とし

て教育委員会に嘱している指導者の方、スポーツ協会に所属している各競技団体の方々や

スポーツ協会の代表者の方を委嘱して会議を開き、求められている現状についてまずは説

明させていただいたところでございます。 

会議について、今回のアンケート結果をまとめたあとまた開く予定ですけれども、今後

地域移行が求められるものであれば、そういう体制づくりの中身的なものについも検討し

ていくことになります。 



 

【質 疑】 

○池田教育委員 資料の１ページについて、加入部員数が年々下がってきているわけですが、

全道・全国的な状況は分かりますか。今回は、地域移行ということの大きな問題提起なん

ですけれども、やはりそれ以前に加入部員数の低下が気になります。今後何をやるうえで

も加入率の減少というのはかなり大きな問題になってくると思うんです。加入率の減少に

ついて、原因を考察していくべきだろうなと思いました。 

 

【説 明】 

○秋山課長 全国的には、加入している人数が少なくなってきているのは間違いないです。

ただ、全体として部活離れが進んでいるかどうかというデータはありませんでした。 

あくまで部活動は，個人の自由意思でやりたい子だけがやるという形で成り立っている

んですけれども、逆にそのやりたい部活動自体がなかったりすることによってやりたい子

ができないという課題が全国的なものになっています。どこの地域であっても学校単位で

はなく、ある程度部員数の規模を確保してやりたい子ができるような環境を作ることによ

って体験格差を、都市部と地方の差を少なくなるように、という趣旨だととらえておりま

す。 

 

【質 疑】 

○能登教育委員 地域移行に関する自分なりの意見になります。自分は子どもたちが小学生

のころは野球の少年団に入っていました。消防の方とかに指導していただいて、まったく

勝てなかったのが、どんどん強くなって。様似にも少年団のサッカー部だとか、外部指導

みたいな、そういう機能があると思っていたんです。それで家族ぐるみで応援したりとか。

移動も保護者が担当したりといったところが、とても強いんだと。そういうのは普通のサ

ラリーマンじゃできませんが、広域的な繋がりについては、心配しなくてもすごくあると

思っています。 

 

【質 疑】 

〇南教育委員 別資料３ページの中学校の先生の部活動の課題のその他の記述のところに、

授業の準備とか時間的な負担はあると思うんですけれども、部活動に係る経費を自己負担し

ているというのは、部活を指導したい気持ちがあってもなかなか続けていけない原因になり

うると思うんです。この自己負担は、補助していただけたりしないんでしょうか。 

 

【説 明】 

○秋山課長 日々の活動の中で、出費があるということなんですが、合同チームがある野球

やサッカー、バレーボールについては、浦河やえりもまで子どもたちを連れて練習に行か

なければいけないこともあります。その時は、運転は先生にお願いする形ですが、教育委

員会が持っているワゴン車を貸し出したりもしております。可能な限り協力はしているの

ですが、色々細かい部分で先生方に負担をかけてしまっているというのは今回改めて認識

したところでございます。 

 



〇秋山教育長 部活動の合同チームの関係ですが、令和 7年度以降、野球部については固定

で浦河、様似、えりも３町で組んで合同チームを１チーム出すということで学校間で話し合

いをしました。今後、他の競技についてもそのようにしていかなければいけないのかな、と

も考えております。 

 

【質 疑】 

○荒木町長 今、教育長の方から野球は、浦河・様似・えりもの合同チームでやるというこ

とですが、指導についてはどういう形になりますか。民間の人、学校の先生方。 

【説 明】 

○秋山教育長 具体的には聞いていないんですけれども、基本は学校の先生が関りながらや

っていくスタイルになるのかなと思います。ただ、どこかでそこは枠組みとして地域移行

の部分としてやっていかなければいけないことになるのかと思いますけれども、とりあえ

ずは、ある時は浦河と組んで、ある時はえりもと組んでというところは解消していきたい

なということのなかで、以後進めたいという状況です。 

 

【質 疑】 

○木下副町長 基本的な部分を聞いてもいいですか。休日の部活動って書いてあるんですけ

れども、地域移行は休日を含めて平日も全部やっていくと国の方は考えているんですか。 

令和５年度から試験的にやっていくということですよね。それがタイムスケジュールとし

て示されていないということですか。休日がほぼ対応出来たら平日もいくんだという感じ

のものは見えてきていないですか。平日も出ている時、先生は基本的にはついていなけれ

ばいけないんですよね。そうしたときに、アンケートで出た先生１０人のうち４人は関与

していないという風になっていて、この先異動とかあった時に「いや、私は部活動やって

いなかったから」というような人が増えてしまったら、平日みる先生もいなくなるのかな

という心配もあるのかなと思って。具体的にそういう部分はないのかなと思って聞いてみ

ました。 

 

【説 明】 

○秋山課長 国の方は、最終的にそれを狙っているんだと思います。ただ、その計画途中に

打ち出しているのが、休日だけになっています。やはり民間の人に頼むとなると平日は難

しいだろうから、まずは出来るところからというところで、段階を踏んでということで打

ち出しているんだと思います。 

国の方は、当初この地域移行について、令和５年度から７年度までに完了するんだとい

うことを言っていました。ですが、さすがにそれは無理だと地方から反発もありまして。

重点的に推進する機会を令和５年度から７年度という言い方をしております。令和７年度

の終わりを見て、その時点で、今後どのように国の方で進めていくのかはまだ分かりませ

ん。 

当面、休日のところは地域移行して、地域のクラブの指導者主体でまずは進めてくださ

いということになっています。平日については今まで通り、部活動として学校主体でやっ

ていてもいいよということなんですけれども、いずれはそちらの方も全体的に教員の関与

をなくしていこうという意図だと思います。まだ詳しい部分が不透明なところではありま



す。 

 

【質 疑】 

○荒木町長 難しいですね。休日の関係を地域移行で、平日は学校でやっていくという形に

はならないと思いますしね。スムーズに移行にはならないと思いますが、今日、うちの体

育担当がきていますが、うちとして地域に移行される時、どういう考えていますか。 

 

【説 明】 

○児玉参事 この部活動地域移行協議会の中でも現実に外部指導者として指導されてい

る方々が出席されていますけれども、平日の昼間に指導するというのはそもそも難しい方

がほとんどですので、そういう意味では、本当に先が見えないというか、現実的にどうし

たらいいというのがまだ見えていないのが実情だと思います。 

 

【進 行】 

○荒木町長 まだまだ問題を抱えていますし、子どもたちの選択肢がそこに生かされている

かというと決してそうはなっていない。様似として、しっかりと対応を組んでいただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。 

  それでは、協議案件が以上ですので、その他の方に入らせていただきます。まず一つ目

が、ミルク給食の状況について、事務局の方から説明をお願いいたします。 

 

【説 明】 

〇秋山課長  情報提供としまして、ミルク給食の状況について説明させていただきます。

学校給食では、ミルクと補食と完全の３種類のうち、当町では従来からミルク給食を行っ

ております。学校給食については、基本的に全員一律実施するということを求められてお

りますけれども、令和３年度頃までは、全体の３割程度しか飲んでいないという実態があ

りました。スクールランチの無償化やミルク給食に関するアンケートを行った結果をもと

に、令和４年１２月からミルクを無償化した結果、それぞれ２倍近い割合まで上がりまし

た。その後も、学校の指導やミルメークというコーヒー牛乳のような味に変えるものを月

１回提供した結果、少しずつ改善したということであります。令和６年６月からは中学校

については全員に出すということにしたんですけれども、実際出されればほとんどの子は

飲んでいるということです。今後も、アレルギーや体質的に飲めない子には代替に豆乳を

用意することとしながら、スクールランチの方と合わせて特に小学校の方には食育指導に

力を入れていきたいと考えております。 

 

【質 疑】 

○荒木町長 中学校の飲み率１００％はすごいですね。ほとんど飲んでいなかったのに、１ 

００％とは。なにかありましたか。 

 

【説 明】 

○秋山課長 実際に令和５年度からメーカー都合で牛乳が変わっています。元々、牛乳の特

徴の強い味だったんですけれども、一般の店頭でも購入できる牛乳に変わりました。そこ



で、牛乳の味が合わなかった子も苦手意識が解消したのではないかと思われます。 

 

【進 行】 

○荒木町長 ありがとうございます。ほか、よろしいですか。なければ、次のＧＩＧＡスク

ールに係る関係での一人一台端末の更新について説明をお願いいたします。 

 

【説 明】 

ＧＩＧＡスクール構想による 1人 1台端末の更新について 

○秋山課長 

 ■端末更新までの経緯 

  令和２年度にＧＩＧＡスクール構想に基づく一人一台端末を町内小中学校に整備し、令

和３年度から本格的に使い始めています。前回も国の補助を受けて、対応年数５年という

想定で使っているところですが、５年くらい経つと故障が増え、バッテリーが弱くなって

くる時期のため、今回、再度国からの補助を受けまして、令和８年度当初から使用するた

めに、令和７年度中に新しい端末を調達しなければいけないという状況です。 

 

 ■国庫補助及び整備する内容ついて 

  台数は、それぞれの整備年度の児童・生徒数プラス予備機分を含めて国庫補助の対象と

なります。来年度、予定としては２１４台を考えております。 

  国の補助単価は５万５千円、おおむね購入費用の３分の２をまかなえる金額となってお

ります。調達の方法としては、都道府県で共同調達を行うことが国の補助の条件となって

おります。北海道においても、道内市町村分をまとめて購入入札を行うこととなっており

ます。当町の場合、３つあるＯＳのうちＣｈｒｏｍｅＯＳというものを使っていまして、

道内では約１１万台の導入を予定しております。購入台数が多いほど、単価が下がる反面、

端末が品薄になって納期が間に合うかどうかというところが問題になっています。 

 また、これは補助対象外ですが、まっさらな端末が納品になった後、端末のセットアップ

や有害サイトに繋がらないようにするためのＷｅｂフィルタリングというものは、自治体

負担で行わなければいけない状況です。 

 

 ■端末の利活用について 

  現在でも、調べ学習やネットワークを使った意見発表で活用しておりますが、今後は全

国学力学習調査をコンピュータ上で行うことが打ち出されております。これは、資料１１

ページのＣＢＴ化の工程表という部分にあたります。 

  令和５年度までは従来通り紙のテストだったんですけれども、それを将来的にコンピュ

ータを使ったテストに置き換えていこうと言うような趣旨になっております。 

  実際に、中学校の英語については「ＭＥＸＣＢＴ」で実施とあるんですけれども、これ

は文科省で作ったＣＢＴシステムのことをＭＥＸＣＢＴと言います。ＧＩＧＡ端末にヘッ

ドセットを繋いで、耳で問題を聞いて、生徒が喋って答えます。その音声データがアップ

ロードされて、その答えをＡＩが正解か不正解か判定するものになります。令和７年度、

中学校の理科についても全面的にコンピュータベースのテストになる予定です。令和９年

度には、ほとんどの教科がコンピュータ上のテストに置き換わっていくような工程表にな



ります。 

  課題としては、問題が分かっているのに端末をうまく使えないために回答を間違えたり、

といった部分で、普段から使い慣れるような指導がこれから必要だとされています。 

 

【質 疑】 

○荒木町長 ありがとうございます。これ、先生方は使いこなしているの。 

 

〇秋山課長 それぞれのＩＣＴの活用指導力という項目で、それぞれ研修を進めなければい

けないことになっています。若年層の先生方は良いレベルまできているんですけれども、

年配の方まで行きわたっているかというとまだそこまでいっていないという感じです。 

  子どもたちも、コンピュータ端末の操作に慣れていかなければ授業自体も難しいという

ことで、令和７年度からは小学校１年生も含めて、ひらがなを習っている横でローマ字打

ちのタイピングもやり始めるという予定です。 

 

【進 行】 

〇荒木町長 ありがとうございます。ただいま、ＧＩＧＡスクールに係る端末を入れ替える

ということで説明がありましたけれども、何かご質問等ございませんか。全体を通してな

にかございましたら。 

  それでは、以上で会議の方を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 


